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県
医
労
第
１
５
４
回
中
央
委

員
会
が
10
月
10
日（
土
）、
エ
ス

ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
で
開
催
さ

れ
、
運
動
方
針
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
、
岩
手
医
労
連
、
い
わ
て
労

    超勤書けない状況、改善しよう！
県医労第154回中央委員会

「戦争法」廃止
闘いはこれから
10月19日盛岡昼デモは
120人の参加者で「戦争
法廃止」を訴えました。

連
議
長
、
日
本
共
産
党
か
ら
激

励
と
連
帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
の
党
、

社
民
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
・
年
末
闘
争
の
運
動
方
針

に
つ
い
て
、
○
○

書
記
長
が
提
案
。

討
論
で
は
地
域
医

療
の
課
題
や
「
夜

勤
専
従
者
が
い
て

も
、
育
児
時
間
取

得
者
が
夜
勤
を

し
て
い
る
」、「
圏

域
を
も
超
え
た
業

務
応
援
を
複
数
の

病
院
か
ら
受
け
て

い
る
」「
始
業
前

残
業
を
超
過
勤
務

伺
い
簿
に
書
く
取

り
組
み
を
し
て
い

る
が
、
決
裁
が
さ

れ
な
い
ま
ま
と

な
っ
た
。
労
働
基

準
監
督
署
に
『
告

発
』
し
た
」「
超

過
勤
務
を
書
け
な

い
状
況
を
何
と
か
し
た
い
」
な

ど
、
支
部
の
切
実
な
状
況
や
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
一
要
求
書
に
つ
い
て
は
、

各
支
部
で
の
集
会（
県
医
労
第

１
次
統
一
行
動
）後
に
支
部
要

求
書
と
あ
わ
せ
て
提
出
す
る
こ

と
と
し
、
年
末
年
始
の
労
働
条

件
に
つ
い
て
、
本
部
・
支
部
で

の
交
渉
を
11
月
11
日
を
最
初
の

山
場
と
し
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。「『
戦
争
法
』
の
廃
止

を
求
め
る
特
別
決
議
」
を
採
択

し
、
後
日
安
倍
内
閣
へ
送
付
し

ま
し
た
。

 

ま
た
午
後
に
は
、
青
森
県
医

労
連
・
病
院
給
食
対
策
委
員
会

の
北
谷
安
晴
委
員
長
を
講
師

に
、
病
院
給
食
委
託
問
題
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

「戦争法」廃止の特別決議を満場一致で採択

　９月19日安倍自公政権が、日本の進路を大きく左右す
る「戦争法」を国民の圧倒的な反対の声を無視し、強行
採決しました。私たちは怒りを込めて抗議し、「戦争法」
の廃止に向け運動を強めていきます。いわて労連では、
19日を活動の日と位置づけています。各地で行われる署
名、デモ行進に積極的に参加しましょう。

戦
争
法
反
対
！
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医労連キャラバン宣伝署名、院内署名行動

釜石　マイヤ前

盛岡　肴町商店街

花巻　イトーヨーカドー前

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
が
10 

月
19
日
に
出
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
の
導
入
が
勧
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

勧
告
の
主
な
内
容
は
、
①
今

年
度
は
、
民
間
給
与
と
の
較
差

（
０
．
２
１
％
）に
基
づ
き
、
若

年
層
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
給

料
表
の
水
準
を
引
き
上
げ
②

ボ
ー
ナ
ス
を
民
間
の
支
給
割
合

に
見
合
う
よ
う
０
．
２
０
月
分

引
き
上
げ
、
期
末
手
当（
０
．

０
５
月
分
）と
勤
勉
手
当（
０
．

１
５
月
分
）に
配
分
③
来
年
度

か
ら
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
導
入
に
よ
り
、
給
料
表
の

水
準
を
平
均
で
１
％
引
き
下
げ

（
３
年
間
の
経
過
措
置
＝
現
給

保
障
）④
単
身
赴
任
手
当
等
の

諸
手
当
の
引
き
上
げ
、
な
ど
で

す
。

　

今
回
の
勧
告
は
一
見
、
引
き

上
げ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

生
涯
賃
金
で
見
る
と
賃
下
げ
と

な
る
と
ん
で
も
な
い
内
容
で

す
。
地
公
共
闘
の
知
事
宛
大
型

ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み
や
、
決
起

集
会
に
結
集
し
て
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
医
労
連
の
「
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
国

会
請
願
署
名
」
が
提
起
さ
れ

て
３
年
目
の
今
年
、
岩
手
医

労
連
は
秋
の
県
内
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
の
一
貫
と
し
て
10
月

17
日
、
県
内
５
カ
所（
盛
岡
・

花
巻
・
奥
州
・
一
関
・
釜
石
）

の
宣
伝
署
名
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
12
時
か
ら
１
時
間
の

行
動
に
は
、
全
体
で
61
名
・

県
医
労
か
ら
21
名
が
参
加

し
、
８
６
０
筆
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
「『
患
者
さ
ん
の
負
担
を
引

き
下
げ
て
下
さ
い
』
の
内
容

も
入
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
か
け
る
と
、

「
そ
れ
は
い
い
署
名

だ
」
と
署
名
に
応
じ

る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

 

来
年
度
か
ら
給
与
制
度
の

　
　  

総
合
的
見
直
し
導
入
へ

　
　
　
　
　

２
０
１
５
年
県
人
事
委
員
会
勧
告

９
６
１
筆
の
増
員
署
名

　10月19日から３日間胆沢支部で、増員署名に
取り組みました。
　署名をしてくれた人から「みなさんの苦労が
少しでも、減れば良いですね。みなさんのすば
らしい笑顔に励まされます」との声がありました。

胆沢支部

「それはいい署名だ」
　　　　　 と署名に協力
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「
正
循
環
」
の
夜
勤
シ
フ
ト
で
身
体
が
楽
！

い
の
健
東
北
セ
ミ
ナ
ー 

in 

岩
手･

花
巻

よ
る
「
戦
争
法
案
」
強
行
採
決

後
の
こ
の
集
会
の
基
調
に
は
、

「
日
々
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康

的
な
く
ら
し
を
ま
も
り
支
え
て

い
る
私
た
ち
医
療
・
介
護
従
事

者
は
、
ひ
と
の
い
の
ち
を
奪
う

戦
争
や
社
会
保
障
の
解
体
を
絶

対
に
許
さ
な
い
」
と
の

思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

集
会
呼
び
か
け
人

の
一
人
・
医
療
制
度
研

究
会
副
理
事
長
の
本
田

宏
さ
ん
は
「
今
、
日
本

で
は
革
命
が
起
こ
っ
て

い
る
。
本
当
の
民
主
主

義
革
命
だ
。
明
る
く
や

ら
な
い
と
運
動
は
続
か

な
い
。
明
る
く
楽
し
く

闘
っ
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

  

ゲ
ス
ト
の
精
神
科
医
・
立
教

大
学
教
授
香
山
リ
カ
さ
ん
は
、

戦
争
法
廃
案
の
華
や
か
な
国
会

周
辺
デ
モ
の
影
で
救
護
支
援
活

動
を
し
て
い
た
医
師
・
看
護
師

　

10
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、

花
巻
温
泉
ホ
テ
ル
紅
葉
館
で

「
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
東
北
セ
ミ
ナ
ー 

in 

岩

手･

花
巻
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
記
念
講
演
で
は
、
大
船
渡

市
国
保
越
喜
来
診
療
所
長
・
大

船
渡
市
役
所
委
託
産
業
医
の

佐
々
木
道
夫
さ
ん
が
、
震
災
直

後
か
ら
の
関
わ
り
の
中
で
見
え

て
き
た
地
域
住
民
の
健
康
上
の

　
「
憲
法
い
か
し
、
い
の
ち
ま
も

る
10
・
22
国
民
集
会
」
が
、東
京
・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
３
５
０
０
名
が

集
結
、
岩
手
か
ら
48
名
、
県
医

労
か
ら
８
支
部
・
本
部
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
に

い
の
ち
奪
う
戦
争
や

  

社
会
保
障
の
解
体
許
さ
な
い
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
み
て
「
医
療

の
あ
る
べ
き
姿
を
み
た
思
い
」

と
紹
介
。「
私
た
ち
は
決
し
て

孤
立
無
援
で
は
な
い
。
戦
争
法

を
廃
止
す
る
ま
で
運
動
を
続
け

て
、
勝
利
し
て
ま
た
こ
こ
で
集

会
を
し
た
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
米
軍

新
基
地
建
設
反
対
・
埋
め
立
て

承
認
取
り
消
し
、
筋
通
性
脳
脊

髄
炎
の
会
、
医
師
歯
科
医
師
、

介
護
職
、
院
内
保
育
所
保
育
士
・

利
用
者
の
立
場
か
ら
報
告
が
あ

り
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

終
了
し
ま
し
た
。

  

集
会
後
参
加
者
は
、「
社
会
保

障
の
改
悪
は
や
め
ろ
」「
医
師
・

看
護
師
を
増
や
せ
」、「
地
域
医

療
を
ま
も
れ
」「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
反
対
」
な
ど
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
、
銀
座
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

問
題
点
や
、
大
船
渡
市
職
員
の

健
康
・
労
働
状
況
を
ま
と
め
、

デ
ー
タ
を
示
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
り
５
つ
の
分

科
会
が
開
催
さ
れ
、「
女
性
の

働
き
方
と
健
康
問
題
を
考
え

る
」
分
科
会
で
は
、「
自
分
た

ち
が
元
気
で
働
き
続
け
る
た
め

に
、
業
務
改
善
と
し
て
夜
勤
サ

イ
ク
ル
を
考
え
た
。
そ
れ
が
、

今
言
わ
れ
て
い
る
正
循
環
だ
っ

た
」
と
い
う
秋
田
大
曲
中
通
病

院
と
、
市
立
横
手
病
院
労
働
組

合
か
ら
「
正
循
環
」
夜
勤
シ
フ

ト
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

  

「
正
循
環
の
導
入
は
、
希
望

者
か
ら
施
行
」「
短
期
間
は
逆

効
果
。
３
ヶ
月
間
続
け
て
み
る

こ
と
が
大
事｣

「
身
体
が
楽
で

逆
循
環
に
は
戻
れ
な
い
」
等
の

具
体
的
な
話
し
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夜
勤
の
有
害
性

は
、
日
本
の
教
育
で
は
知
ら
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
知
っ
て
・
知

ら
せ
て
・
職
場
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

シュプレヒコールをあげ、銀座をパレード

日比谷野音に
3,500 人
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女性部

〜日程と内容が決まりました〜

2015年度女性部長会議  開催

　

10
月
１
日
、
水
産
会
館
で
女

性
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
13

支
部
・
本
部
22
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い

て
学
習
。
講
師
の
佐
々
木
良
博

弁
護
士
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ

る
メ
ン
タ
ル
不
全
が
増
加
し

て
お
り
、
裁
判
も
増
え
て
い

る
こ
と
、
労
働
相
談
も
解
雇
、

賃
金
問
題
よ
り
い
じ
め
の
相

談
が
増
え
て
い
る
と
、
そ
の

事
例
を
紹
介
。
働
き
や
す
い

職
場
と
は
①
ゆ
と
り
②
支
援

＝
仲
間
③
自
己
決
定
権
の
あ

る
働
き
方
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る
職
場

で
あ
る
と
し
て
、
労
働
組
合

の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
定
期
大
会
後
の

職
場
の
状
況
や
、
今
年
度
の
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
・
内
容
等

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

　10月６日、岩手医労連女性部第29回
定期大会が「エスポワールいわて」で
開催されました。
　大会では１年間の総括と新年度の運
動方針について討論し、各単組から女
性部活動や職場の状況が報告されまし
た。また、戦争法廃止を求める特別決
議も採択されました。次期役員には、
県医労から新たに書記長に○○○○○
さん（本部）、委員に○○○○さん（中央）
が選任されました。

新書記長に○○○○○さん（県医労）

大会決議を読み上げる胆沢支部の○○○○○さん

ブロック 担　当 日　程 会　場 内　容

北部 二戸 11月14日㈯ カシオペアメッセ
なにゃ〜と

ブリザートフラワー
作り

中部 胆沢 11月21日㈯ 金ヶ崎侍屋敷
『大松沢家』

つまみ細工＆
ランチの会

南部 磐井 11月21日㈯ 館ケ森
アーク牧場

手づくり肉まん教室と
ランチの会

三陸 釜石 11月28日㈯ 県立釜石病院
会議室

マーブルアート＆
ランチの会

手作りそばだよ〜！
　９月５日、江刺支部女性部は、えさし郷土
文化館で、そば打ちをしました。
　参加者は７名。自分で作った手
打ちそば、美味しかったです。

岩手医労連女性部第29回定期大会

女性の権利を守ろう！
戦争する国づくりは許さない

ブロック集会来て
　来て
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青年部

　

岩
手
医
労
連
青
年
部
の
定
期
大
会
が
、10
月
３
日（
土
）、

盛
岡
市
「
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
青
年

部
活
動
の
活
性
化
へ
の
決
意
を
固
め
、
新
役
員
な
ど
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
議
長
に
、
県
医
労
の
○
○
代
議
員（
南
光
支

部
）等
を
選
出
。
活
動
報
告
で
は
、
○
○
代
議
員（
二
戸
支

部
）が
、
県
医
労
青
年
部
の
定
期
大
会
が
４
年
ぶ
り
に
成

立
し
た
こ
と
、
中
央
交
流
会
、
ス
キ
ー
交
流
会
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
等
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
に
は
、
引
き
続
き
副
部
長
に
○
○
○
○
氏（
県

医
労
青
年
部
長
）、執
行
委
員
に
○
○
○
○
氏（
南
光
支
部
）

を
選
出
し
、大
会
方
針
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
の
力
を
あ
わ
せ 

　
　

　 

楽
し
く
元
気
に
活
動
を

宿泊ホテルの関係で可能な限り、
５人グループで申込を。
もちろん２〜３人の申込みもＯＫ。

スパリゾート
  ハワイアンズへ行こう！

県医労青年部中央交流会

11月28日㈯・29日㈰
〜盛岡出発・各IC経由〜
参加費（組合員）　　　　　

12,000円申込〆切

11/6
（最終

11/13
）

復興応援バスツアー!!
原発事故周辺の視察も行います。

盛岡駅西口から
　貸切バスで出発
28日㈯　盛岡駅西口　８：30 出発

北上江釣子IC　９：10 出発
一 関 I C　９：40 出発

バス車内で昼食、その後原発事故周辺を
視察。スパリゾートハワイアンズへ移動、
チェックイン。みんなで夕食交流会。

29日㈰
アクアマリンふくしま（水族館）などを楽し
み、昼食後に帰路に。

一 関 I C　17：00 到着
　北上江釣子IC　17：30 到着

盛岡駅西口　18：10 到着
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秋
で
す
ね
。
季
節
の
移
り
変

わ
り
は
本
当
に
早
い
で
す
ネ
。

最
近
、
水
害
・
噴
火
等
々
、
自

然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
ネ
。
今
更
な
が
ら
、
ど
ん
な

に
科
学
が
発
達
し
て
も
、
人
間

は
自
然
に
は
敵
わ
な
い
ん
だ
ナ

～
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

中
央
支
部
　
す
い
と
う

　

　

　

多
様
な
働
き
方
と
し
て
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
が
話
題
に
あ
が
っ

て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
業
務
や

会
議
、
委
員
会
な
ど
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
が
優
先
で
す
。
や
る

こ
と
ば
か
り
が
増
え
て
、
疲
弊
す

る
し
働
く
私
た
ち
を
見
て
、
若

い
人
は
医
療
局
に
入
り
た
い
と
思

う
で
し
ょ
う
か
。
い
き
い
き
働
け

る
職
場
を
み
ん
な
で
目
指
そ
う
。 

南
光
支
部
　
職
業
訓
練

　

　

　

八
五
歳
の
母
は
一
人
暮
ら

し
。
顔
に
帯
状
疱
疹
が
出
て
、

　

戦
後
七
〇
年
の

今
年
、
安
倍
政
権

が
戦
争
法
を
強
行

可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
反
対
運
動
に

天
台
寺
の
名
誉
住

職
の
瀬
戸
内
寂
聴

さ
ん
九
十
三
歳

も
、
勢
力
的
に
参
加
し
て
、
私

た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。「
ス
ト
ッ
プ
！
戦
争

法
案
９
・
12
岩
手
県
集
会
」
に

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
下
さ

り
、
紹
介
さ
れ
る
と
二
千
人
の

参
加
者
か
ら
は
、
感
動
で
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た

▼
多
く
の
憲
法
学
者
が
こ
の
戦

争
法
は
違
憲
だ
と
言
っ
て
い
る

の
に
、
全
く
私
た
ち
国
民
の
声

を
無
視
し
て
「
戦
争
で
き
る
国

づ
く
り
」
に
突
き
進
む
安
倍
首

相
は
、
人
間
の
血
が
通
っ
て
い

る
の
か
と
疑
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
腹
だ
た
し
い
思
い
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
寂
聴
さ
ん
の

法
話
を
岩
手
日
報
で
読
み
ま
し

た
▼
「
中
略
（
安
保
法
案
を
め

ご
近
所
さ
ん
が
皮
膚
科
受
診
を

す
す
め
て
く
だ
さ
り
、
３
日
間

通
院
に
も
つ
き
あ
っ
て
下
さ
っ

た
よ
う
で
す
。
お
陰
様
で
酷
く

な
ら
ず
に
す
み
ま
し
た
。
目
に

付
か
な
い
部
位
だ
っ
た
ら
…
。

日
頃
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
様
子

を
見
て
く
れ
る
ご
近
所
さ
ん

方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
厩
支
部
　
久
ち
ゃ
ん

　

　

　

高
三
の
次
男
が
パ
ズ
ル
し
ま
し

た
。
彼
と
も
残
り
６
ヶ
月
で
す
。

来
年
か
ら
県
外
の
大
学
へ
。
家
の

中
は
、
夫
と
夫
の
母
と
私
の
老
人

世
帯
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
現

実
で
す
ね
。
元
気
に
が
ん
ば
ろ
う

ね
。
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

宮
古
支
部
　
五
郎
丸
大
好
き
か
あ
ち
ゃ
ん

　

　

　

夫
と
二
人
で
須
川
温
泉
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
青
い
空
と
紅
葉
の

紅
と
黄
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
素
晴

ら
し
か
っ
た
こ
と
。
硫
黄
の
湯
け

む
り
を
浴
び
な
が
ら
、山
を
歩
き
、

疲
れ
た
体
を
温
泉
で
癒
し
、
心
ま

で
ホ
ッ
と
あ
た
た
ま
り
ま
し
た
。

年
を
と
る
と
自
然
と
溶
け
合
う
こ

と
が
極
上
の
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

江
刺
支
部
　
ぬ
ぐ
だ
ま
り

ぐ
っ
て
）
若
い
人
が
た
く
さ
ん

立
ち
上
が
っ
た
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
。
若
い
人
に
は
『
恋
と

革
命
』
だ
と
教
え
て
い
る
。
恋

を
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。
恋
す

る
情
熱
と
い
う
革
命
を
し
な
け

れ
ば
。
革
命
と
い
う
の
は
争
い

の
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
生

活
の
中
で
常
に
革
命
を
起
こ
さ

な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
。
自
分
の
幸
せ
を
忘
れ
て
、

他
の
人
の
幸
せ
を
祈
り
な
さ

い
。
よ
そ
の
国
に
難
民
が
い
た

ら
そ
れ
を
気
の
毒
だ
と
思
い
、

日
本
は
ど
う
す
る
の
か
考
え
て

ほ
し
い
。
よ
そ
の
国
が
戦
争
を

し
て
い
た
ら
、
か
わ
い
そ
う
だ

な
、
日
本
で
は
戦
争
を
し
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
ほ
し
い
」

▼
寂
聴
さ
ん
の
法
話
は
心
に
染

み
ま
す
。
し
か
し
安
倍
首
相
の

言
葉
に
は
全
く
誠
意
が
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
平
和
な
日
常
生
活

を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、
戦

争
法
廃
止
の
運
動
を
続
け
て
、

民
主
主
義
を
守
る
活
動
に
今
後

も
参
加
し
て
い
き
た
い
。 （
内
）

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
24
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

こ
ゆ
き（
一
戸
支
部
）、
も

ち
も
ち
、
す
い
と
う
、
も
も

マ
マ
、
ポ
テ
ト
ヘ
ッ
ド（
以

上
、
中
央
支
部
）、
ベ
ガ（
磐

井
支
部
）、
職
業
訓
練
、
さ

ん
ま
祭
り（
以
上
、
南
光
支

部
）、
お
月
見（
大
東
支
部
）、

み
た
マ
マ（
宮
古
支
部
）



第60回
はたらく女性の

岩手県集会

第60回
はたらく女性の

岩手県集会
2015年

11月21日㈯
2015年

11月21日㈯
＊時間　13：30～15：30

＊場所　盛岡市勤労福祉会館 5階大ホール

＊会費　300円（本部負担）

＊講演　「落語」で憲法を！

　　　　　八法亭みややっこさん（弁護士）

11月の予定
２日（月）	 地公共闘総決起集会・座り込み（公会堂）
５日（木）	 15秋闘回答指定日
６日（金）	 県医労第2次統一行動（全国統一行動）
６日（金）〜７日（土）
	 県医労職制組合員集会（森の風鶯宿）
７日（土）	 11.7県民集会「みんなの要求実現集会」（公会堂）
11日（水）	 県医労秋年末闘争要求実現中央決起集会（勤労福祉会館）
	 県医労拡大支部長会議（公会堂）
12日（木）		 全労連「秋季年末闘争中央行動・中央集会」
12日（木）〜13日（金）
	 日本医労連対政府中央行動・政府交渉・国会議員要請
14日（土）〜15日（日）
	 日本医労連東北地方協院内保育所学習交流	in	山形
	 第17回自治体病院全国集会（ホテル大観）
15日（日）	 いのちのプロジェクト・
	 　　地域医療の充実めざす学習交流会（清温荘）
21日（土）		 第60回はたらく女性の岩手県集会（勤労福祉会館）
21日（土）〜22日（日）
	 第60回はたらく女性の中央集会	in	さいたま
22日（日）〜23日（月）
	 日本医労連東北地方協・精神病院労組交流集会（花巻）
28日（土）	 第５回地域医療を守る運動全国交流集会（東京）
28日（土）〜29日（日）
	 県医労青年部中央交流会（福島）

1280円
（絵7枚　A2版　59.4x42㎝）

未来をになう子どもたちに

斡旋価格

核兵器のない地球を！核兵器のない地球を！
お申し込みは組合事務室または本部書記局まで

2016カレンダー（大判）2016カレンダー（大判）

CHIHIRO
IWASAKI
CHIHIRO
IWASAKI

12月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

５日（土）〜６日（日）
	 日本医労連病院給食交流会（岡山）
６日（日）	 いわて労連女性部定期大会
12日（土）	 岩手医労連第7回労働安全衛生委員会・
	 　　　　　36協定担当者会議（水産会館）
19日（土）		 県医労拡大支部長会議


